


は じ め に

私
わたし

たちの街
まち

には、さまざまな人
ひと

が住んでいます（Ｐ２）

街
まち

の中
なか

には、こんな工
く

夫
ふう

があります （Ｐ４）

私
わたし

たちにできることがあります（Ｐ７）

さまざまな人
ひと

と一
いっ

緒
しょ

に、街
まち

のことを考
かんが

えよう（Ｐ1１）

神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

でがんばっている人
ひと

たち （Ｐ1３）

私
わたし

たちの街
まち

には、さまざまな人
ひと

が住
す

んでいます。

お年
とし

寄
よ

りや障
しょう

害
がい

のある人
ひと

などにとっては、

ちょっとした段
だん

差
さ

などが、ふだんの暮
く

らしをしていくうえでの

妨
さまた

げ（「バリア」）になることがあります。

このパンフレットは、こうしたバリアをなくそうという取
と

り組
く

みや

考
かんが

え方
かた

（「バリアフリー」）、バリアフリーの街
まち

にするための身
み

近
ぢか

な

「街
まち

の工
く

夫
ふう

」や、私
わたし

たちができる「心
こころ

づかい」を紹
しょう

介
かい

しています。

だれもが安
あん

全
ぜん

に安
あん

心
しん

して、自
じ

由
ゆう

に出
で

かけられる

バリアフリーの街
まち

にするために、私
わたし

たちができることは何
なん

でしょうか。

学
がっ

校
こう

やご家
か

庭
てい

で、お友
とも

達
だち

やお父
とう

さん、お母
かあ

さんと一
いっ

緒
しょ

に

考
かんが

えてみてください。
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マナビィは、文部科学省の依頼により石ノ森章太郎さんがデザインした生涯
学習のマスコットです。1988年11月、千葉県で開催された「第 1回全国生涯
学習フェスティバル」からマナビィがマスコット及びシンボルマークとして使用さ
れました。現在でも、国・地方自治体等における生涯学習啓発活動にて幅広く
マスコットとして採用され、活躍しています。またその名称は文部科学省の月
刊誌「マナビィ」にも使用されています。 

その名前の由来は生涯学習の【学び】とみつばちの【bee】を合成し、『マナビィ
としました。 蜜蜂の触覚は普通は２本ですが、「学」という字の頭に角が3本
あるように、学ぶことが大好きな『マナビィ』には触角が3本あります。 そして、
老若男女だれもがいつでもどこでも楽しく学び活動するといった生涯学習のイ
メージを浸透させる役割を果たしています。 

マナビィが手前に持っている「壺」は、一見ハチミツが入っているようにも見え
ますが、聖書に出てくる【マナ】という植物の実で、イスラエルの民がエジプトを
脱出し、荒野を旅していたときに天から授って、以後この「マナ」だけを食べて
生き延びたと言われている食べ物です。 『学び』は人々が生きていくのに欠か
せないものだというメッセージを、石ノ森章太郎さんは我々残したのかもしれま
せん。 

私
わたし

たちの街
ま ち

には、
　　さまざまな人

ひ と

が住
す

んでいます

車
くるま

いすを使
つか

っている人
ひと

手
て

でタイヤを回
まわ

して動
うご

くんだ。

段
だん

差
さ

や階
かい

段
だん

があると困
こま

るよね。

　歩
ある

くことが難
むずか

しい人
ひと

や、歩
ある

く力
ちから

が弱
よわ

くなっ

て転
ころ

びやすくなったお年
とし

寄
よ

りが、車
くるま

いすを

使
つか

って出
で

かけることも多
おお

くなりました。電
でん

動
どう

の車
くるま

いすもあります。しかし、段
だん

差
さ

や階
かい

段
だん

があると大
たい

変
へん

です。

視
し

覚
かく

に障
しょう

害
がい

のある人
ひと

　全
まった

く見
み

えない人
ひと

やぼんやりとしか見
み

えな

い人
ひと

は、白
しろ

い杖
つえ

を使
つか

って、黄
き

色
いろ

い点
てん

字
じ

ブロッ

ク＊を頼
たよ

りに歩
ある

いています。

　その点
てん

字
じ

ブロックの上
うえ

に自
じ

転
てん

車
しゃ

など

があるとぶつかるので危
き

険
けん

です。

＊「点
てん

字
じ

ブロック」の説
せつ

明
めい

は、６ページにあります。
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マナビィは、文部科学省の依頼により石ノ森章太郎さんがデザインした生涯
学習のマスコットです。1988年11月、千葉県で開催された「第 1回全国生涯
学習フェスティバル」からマナビィがマスコット及びシンボルマークとして使用さ
れました。現在でも、国・地方自治体等における生涯学習啓発活動にて幅広く
マスコットとして採用され、活躍しています。またその名称は文部科学省の月
刊誌「マナビィ」にも使用されています。 

その名前の由来は生涯学習の【学び】とみつばちの【bee】を合成し、『マナビィ
としました。 蜜蜂の触覚は普通は２本ですが、「学」という字の頭に角が3本
あるように、学ぶことが大好きな『マナビィ』には触角が3本あります。 そして、
老若男女だれもがいつでもどこでも楽しく学び活動するといった生涯学習のイ
メージを浸透させる役割を果たしています。 

マナビィが手前に持っている「壺」は、一見ハチミツが入っているようにも見え
ますが、聖書に出てくる【マナ】という植物の実で、イスラエルの民がエジプトを
脱出し、荒野を旅していたときに天から授って、以後この「マナ」だけを食べて
生き延びたと言われている食べ物です。 『学び』は人々が生きていくのに欠か
せないものだというメッセージを、石ノ森章太郎さんは我々残したのかもしれま
せん。 

　聞
き

こえない人
ひと

や、聞
き

こえにくい人
ひと

は、話
はな

し声
ごえ

や放
ほう

送
そう

の内
ない

容
よう

がわかりません。

　外
がい

見
けん

からわかりにくいため、困
こま

っていても、まわり

の人
ひと

に気
き

づいてもらえないことがあります。

紙
かみ

に書
か

けば、話
はなし

をすることができるね。

手
しゅ

話
わ

を使
つか

う人
ひと

もいるよ。下
した

の絵
え

も見
み

てね。

聴
ちょう

覚
かく

に障
しょう

害
がい

のある人
ひと

お年
とし

寄
よ

りやベビーカーを押
お

している人
ひと

　お年
とし

寄
よ

りの中
なか

には、長
なが

く歩
ある

くと疲
つか

れ

てしまう人
ひと

もいます。街
まち

の中
なか

にベンチ

などがあると、助
たす

かります。

　ベビーカーを押
お

して出
で

かけるときは、

少
すこ

し広
ひろ

い歩
ほ

道
どう

やトイレがあると助
たす

か

ります。

●左
ひだり

の手
て

の平
ひら

に、

右
みぎ

手
て

で上
うえ

から下
した

に

書
か

くしぐさをする

●右
みぎ

手
て

を顔
かお

の中
ちゅう

央
おう

からおろす

●左
ひだり

手
て

の甲
こう

に、右
みぎ

手
て

を直
ちょっ

角
かく

に乗
の

せ、

上
うえ

に上
あ

げる

【 書
か

いて 】 【 お願
ねが

いします 】 【 ありがとう 】

●耳
みみ

の横
よこ

で手
て

の平
ひら

を下
した

にして指
ゆび

先
さき

を

上
じょう

下
げ

に振
ふ

る

【 聞
き

こえません 】
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マナビィは、文部科学省の依頼により石ノ森章太郎さんがデザインした生涯
学習のマスコットです。1988年11月、千葉県で開催された「第 1回全国生涯
学習フェスティバル」からマナビィがマスコット及びシンボルマークとして使用さ
れました。現在でも、国・地方自治体等における生涯学習啓発活動にて幅広く
マスコットとして採用され、活躍しています。またその名称は文部科学省の月
刊誌「マナビィ」にも使用されています。 

その名前の由来は生涯学習の【学び】とみつばちの【bee】を合成し、『マナビィ
としました。 蜜蜂の触覚は普通は２本ですが、「学」という字の頭に角が3本
あるように、学ぶことが大好きな『マナビィ』には触角が3本あります。 そして、
老若男女だれもがいつでもどこでも楽しく学び活動するといった生涯学習のイ
メージを浸透させる役割を果たしています。 

マナビィが手前に持っている「壺」は、一見ハチミツが入っているようにも見え
ますが、聖書に出てくる【マナ】という植物の実で、イスラエルの民がエジプトを
脱出し、荒野を旅していたときに天から授って、以後この「マナ」だけを食べて
生き延びたと言われている食べ物です。 『学び』は人々が生きていくのに欠か
せないものだというメッセージを、石ノ森章太郎さんは我々残したのかもしれま
せん。 

街
ま ち

の中
な か

には、
　　こんな工

く

夫
ふ う

があります

エレベーターやスロープ

歴
れき

史
し

ある建
たて

物
もの

でも、こんな工
く

夫
ふう

があるよ。

横
よこ

浜
はま

市
し

開
かい

港
こう

記
き

念
ねん

会
かい

館
かん

には、ガラス張
ば

りの

エレベーターがついているよ。

　エレベーターやスロープを作
つく

れば、車
くるま

いすを使
つか

っ

ている人
ひと

も、ベビーカーを押
お

している人
ひと

も楽
らく

に上
じょう

 

下
げ

に移
い

動
どう

することが

できます。

「みんなのトイレ」
　「みんなのトイレ」は、車

くるま

いすを使
つか

ってい

る人
ひと

やベビーカーを押
お

している人
ひと

も利
り

用
よう

し

やすい、広
ひろ

いトイレです。ベビーチェアや

オストメイト＊の設
せつ

備
び

がついています。

＊オストメイトとは、病
びょう

気
き

のために手
しゅ

術
じゅつ

をして、人
じん

工
こう

の肛
こう

門
もん

や膀
ぼう

胱
こう

にした人
ひと

です。

　トイレを使
つか

うときは、専
せん

用
よう

の流
なが

しが必
ひつ

要
よう

です。
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マナビィは、文部科学省の依頼により石ノ森章太郎さんがデザインした生涯
学習のマスコットです。1988年11月、千葉県で開催された「第 1回全国生涯
学習フェスティバル」からマナビィがマスコット及びシンボルマークとして使用さ
れました。現在でも、国・地方自治体等における生涯学習啓発活動にて幅広く
マスコットとして採用され、活躍しています。またその名称は文部科学省の月
刊誌「マナビィ」にも使用されています。 

その名前の由来は生涯学習の【学び】とみつばちの【bee】を合成し、『マナビィ
としました。 蜜蜂の触覚は普通は２本ですが、「学」という字の頭に角が3本
あるように、学ぶことが大好きな『マナビィ』には触角が3本あります。 そして、
老若男女だれもがいつでもどこでも楽しく学び活動するといった生涯学習のイ
メージを浸透させる役割を果たしています。 

マナビィが手前に持っている「壺」は、一見ハチミツが入っているようにも見え
ますが、聖書に出てくる【マナ】という植物の実で、イスラエルの民がエジプトを
脱出し、荒野を旅していたときに天から授って、以後この「マナ」だけを食べて
生き延びたと言われている食べ物です。 『学び』は人々が生きていくのに欠か
せないものだというメッセージを、石ノ森章太郎さんは我々残したのかもしれま
せん。 
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マナビィは、文部科学省の依頼により石ノ森章太郎さんがデザインした生涯
学習のマスコットです。1988年11月、千葉県で開催された「第 1回全国生涯
学習フェスティバル」からマナビィがマスコット及びシンボルマークとして使用さ
れました。現在でも、国・地方自治体等における生涯学習啓発活動にて幅広く
マスコットとして採用され、活躍しています。またその名称は文部科学省の月
刊誌「マナビィ」にも使用されています。 

その名前の由来は生涯学習の【学び】とみつばちの【bee】を合成し、『マナビィ
としました。 蜜蜂の触覚は普通は２本ですが、「学」という字の頭に角が3本
あるように、学ぶことが大好きな『マナビィ』には触角が3本あります。 そして、
老若男女だれもがいつでもどこでも楽しく学び活動するといった生涯学習のイ
メージを浸透させる役割を果たしています。 

マナビィが手前に持っている「壺」は、一見ハチミツが入っているようにも見え
ますが、聖書に出てくる【マナ】という植物の実で、イスラエルの民がエジプトを
脱出し、荒野を旅していたときに天から授って、以後この「マナ」だけを食べて
生き延びたと言われている食べ物です。 『学び』は人々が生きていくのに欠か
せないものだというメッセージを、石ノ森章太郎さんは我々残したのかもしれま
せん。 

　車
くるま

いすを使
つか

っている人
ひと

は、ドアを全
ぜん

開
かい

にして自
じ

動
どう

車
しゃ

へ乗
の

り降
お

りし

ます。そのため、駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

の幅
はば

を広くとっています。このような駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

は、お店
みせ

などの入
いり

口
ぐち

近
ちか

くにあります。

障
しょう

害
がい

者
しゃ

用
よう

駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

しま模
も

様
よう

の部
ぶ

分
ぶん

は車
くるま

いすでの乗
の

り降
お

り

のときに必
ひつ

要
よう

なスペースなんだ。

駅
えき

の電
でん

光
こう

掲
けい

示
じ

板
ばん

・文
も

字
じ

放
ほう

送
そう

　放
ほう

送
そう

が聞
き

こえない人
ひと

は、文
も

字
じ

の案
あん

内
ない

を頼
たよ

りに歩
ある

いています。

そうか！　放
ほう

送
そう

だけで

なく、文
も

字
じ

でも案
あん

内
ない

し

ているんだ。
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マナビィは、文部科学省の依頼により石ノ森章太郎さんがデザインした生涯
学習のマスコットです。1988年11月、千葉県で開催された「第 1回全国生涯
学習フェスティバル」からマナビィがマスコット及びシンボルマークとして使用さ
れました。現在でも、国・地方自治体等における生涯学習啓発活動にて幅広く
マスコットとして採用され、活躍しています。またその名称は文部科学省の月
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その名前の由来は生涯学習の【学び】とみつばちの【bee】を合成し、『マナビィ
としました。 蜜蜂の触覚は普通は２本ですが、「学」という字の頭に角が3本
あるように、学ぶことが大好きな『マナビィ』には触角が3本あります。 そして、
老若男女だれもがいつでもどこでも楽しく学び活動するといった生涯学習のイ
メージを浸透させる役割を果たしています。 

マナビィが手前に持っている「壺」は、一見ハチミツが入っているようにも見え
ますが、聖書に出てくる【マナ】という植物の実で、イスラエルの民がエジプトを
脱出し、荒野を旅していたときに天から授って、以後この「マナ」だけを食べて
生き延びたと言われている食べ物です。 『学び』は人々が生きていくのに欠か
せないものだというメッセージを、石ノ森章太郎さんは我々残したのかもしれま
せん。 

　横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

を渡
わた

る場
ば

所
しょ

にも、黄
き

色
いろ

い点
てん

字
じ

ブロック

があり、それを踏
ふ

んだり、白
しろ

い杖
つえ

でさわると、横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

の場
ば

所
しょ

がわかります。

横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

の点
てん

字
じ

ブロック

ふ～ん。黄
き

色
いろ

いブロックを踏
ふ

んだり、

白
しろ

い杖
つえ

でさわるとわかるんだ。

ホームの点
てん

字
じ

ブロック

　ホームの縁
ふち

の近
ちか

くにも、黄
き

色
いろ

の点
てん

字
じ

ブロックがあり、線
せん

路
ろ

が近
ちか

くにあるこ

とを知
し

らせています。

点
てん

字
じ

ブロック（視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

誘
ゆう

導
どう

用
よう

ブロック）の説
せつ

明
めい

　ブロックには、２種
しゅ

類
るい

あります。点
てん

も線
せん

も飛
と

び出
で

ていて、踏
ふ

んだり、

白
しろ

い杖
つえ

でさわると、その形
かたち

がわかり、気
き

がつきます。

立
た

ち止
ど

まって安
あん

全
ぜん

を確
かく

認
にん

します。

◀点
てん

状
じょう

ブロック

線
せん

の方
ほう

向
こう

が歩
ある

く

方
ほう

向
こう

です。

◀線
せん

状
じょう

ブロック
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マナビィは、文部科学省の依頼により石ノ森章太郎さんがデザインした生涯
学習のマスコットです。1988年11月、千葉県で開催された「第 1回全国生涯
学習フェスティバル」からマナビィがマスコット及びシンボルマークとして使用さ
れました。現在でも、国・地方自治体等における生涯学習啓発活動にて幅広く
マスコットとして採用され、活躍しています。またその名称は文部科学省の月
刊誌「マナビィ」にも使用されています。 

その名前の由来は生涯学習の【学び】とみつばちの【bee】を合成し、『マナビィ
としました。 蜜蜂の触覚は普通は２本ですが、「学」という字の頭に角が3本
あるように、学ぶことが大好きな『マナビィ』には触角が3本あります。 そして、
老若男女だれもがいつでもどこでも楽しく学び活動するといった生涯学習のイ
メージを浸透させる役割を果たしています。 

マナビィが手前に持っている「壺」は、一見ハチミツが入っているようにも見え
ますが、聖書に出てくる【マナ】という植物の実で、イスラエルの民がエジプトを
脱出し、荒野を旅していたときに天から授って、以後この「マナ」だけを食べて
生き延びたと言われている食べ物です。 『学び』は人々が生きていくのに欠か
せないものだというメッセージを、石ノ森章太郎さんは我々残したのかもしれま
せん。 

私
わたし

たちに　できることがあります

街
まち

の中
なか

で見
み

かけたよ。

私
わたし

たちにもできるよね。

交
こう

差
さ

点
てん

で視
し

覚
かく

に障
しょう

害
がい

のある人
ひと

に出
で

会
あ

ったら

　視
し

覚
かく

に障
しょう

害
がい

のある人
ひと

は、信
しん

号
ごう

が

赤
あか

か青
あお

かわかりません。渡
わた

るのに

困
こま

っているようでしたら、「青
あお

です」

と声
こえ

をかけましょう。

青
あお

にかわり
ましたよ

手
て

引
び

き（ガイドヘルプ）の基
き

本
ほん

●まず「お手
て

伝
つだ

いする

ことはありますか」と

声
こえ

をかけます。

●誘
ゆう

導
どう

するときは手
て

引
び

きの

人
ひと

が先
さき

を歩
ある

き、腕
うで

をつかん

でもらうのが基
き

本
ほん

です。

●手
て

を引
ひ

っぱったり、後
うし

ろから押
お

したりしてはい

けません。
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　まず声
こえ

をかけて、どのようなお手
て

伝
つだ

いが

必
ひつ

要
よう

か聞
き

きましょう。

　視
し

覚
かく

に障
しょう

害
がい

のある人
ひと

は、品
しな

物
もの

をさわって

確
かく

認
にん

します。お店
みせ

で頼
たの

まれたら、品
しな

物
もの

の説
せつ

明
めい

をして、渡
わた

しましょう。

お店
みせ

で視
し

覚
かく

に障
しょう

害
がい

のある人
ひと

に出
で

会
あ

ったら

　急
きゅう

なスロープや段
だん

差
さ

があるところでは、声
こえ

を

かけて、車
くるま

いすを押
お

してお手
て

伝
つだ

いしましょう。

車
くるま

いすを使
つか

っている人
ひと

に出
で

会
あ

ったら

車
くるま

いす介
かい

助
じょ

の基
き

本
ほん

●まず「お手
て

伝
つだ

いすることは

ありますか」と声
こえ

をかけます。

●後
うし

ろの足
あし

元
もと

のバーを踏
ふ

み

込
こ

んで、前
ぜん

輪
りん

を上
あ

げます。

●前
ぜん

輪
りん

を上
うえ

の段
だん

に静
しず

か

に乗
の

せます。

●後
こう

輪
りん

をゆっくり押
お

し

上
あ

げます。
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　高
たか

い棚
たな

にある商
しょう

品
ひん

がとれないときにお手
て

伝
つだ

い

したり、通
つう

路
ろ

が通
とお

れるようによけるなどの心
こころ

づか

いをしましょう。

お店
みせ

で車
くるま

いすを使
つか

っている人
ひと

に出
で

会
あ

ったら

　車
くるま

いすを使
つか

っている人
ひと

が、この

駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

で乗
の

り降
お

りできるよう

に、必
ひつ

要
よう

な人
ひと

のためにあけておき

ましょう。

障
しょう

害
がい

者
しゃ

用
よう

駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

はあけておきましょう

　エレベーターが必
ひつ

要
よう

な人
ひと

がいます。階
かい

段
だん

やエスカレーターが使
つか

える人
ひと

は、

ゆずり合
あ

いましょう。

エレベーターはゆずり合
あ

って使
つか

いましょう
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「みんなのトイレ」はゆずり合
あ

いましょう
　車

くるま

いすを使
つか

っている人
ひと

などは、広
ひろ

いト

イレが必
ひつ

要
よう

です。「みんなのトイレ」が必
ひつ

要
よう

な人
ひと

が、いつでも使
つか

えるように、ゆず

り合
あ

いましょう。

聴
ちょう

覚
かく

に障
しょう

害
がい

のある人
ひと

との会
かい

話
わ

はメモを使
つか

いましょう

　商
しょう

品
ひん

の説
せつ

明
めい

や質
しつ

問
もん

を紙
かみ

に書
か

いて話
はなし

をすれ

ば、伝
つた

えあうことができます。

提
て い

 案
あ ん

 ① 提
て い

 案
あ ん

 ② 提
て い

 案
あ ん

 ③

｢心
こころ

のバリアフリー｣ になるための提
て い

案
あ ん

です

お手
て

伝
つだ

いすることがあるか聞
き

いてみよう。断
こと

られても気
き

に

しない。別
べつ

のときにまた声
こえ

を

かけよう。

困
こま

っている人
ひと

に出
で

会
あ

ったら、声
こえ

をかけ

よう。

自
じ

分
ぶん

でお手
て

伝
つだ

いでき

ないときは、駅
えき

員
いん

さ

んや店
てん

員
いん

さんに伝
つた

え

よう。

10



さまざまな人
ひと

のことを知
し

る

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

から、話
はなし

を聞
き

きます。

　・車
くるま

いすではどのようなときに困
こま

るのか

　・白
しろ

い杖
つえ

をどのように使
つか

って歩
ある

いているのか

　・筆
ひつ

談
だん

の方
ほう

法
ほう

　など

さまざまな人
ひ と

と一
い っ

緒
し ょ

に、
　　　　　　街

ま ち

のことを考
かんが

えよう

1

街
まち

の点
てん

検
けん

の計
けい

画
かく

をつくる

①街
まち

で「困
こま

っていること」をとりあげます。
 　・さまざまな人

ひと

から、困
こま

っていることを聞
き

きます。

②「どの街
まち

」を歩
ある

くのか決
き

めます。
 　・道

みち

や公
こう

園
えん

、駅
えき

やお店
みせ

などから選
えら

びます。

③「誰
だれ

と」歩
ある

いて「どんな体
たい

験
けん

」をするのか決
き

めます。
 　・「車

くるま

いす体
たい

験
けん

」や「視
し

覚
かく

に障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の手
て

引
び

き（ガイドヘルプ）」など、

　　 障
しょう

害
がい

のある人
ひと

と一
いっ

緒
しょ

に体
たい

験
けん

する計
けい

画
かく

を考
かんが

えます。

2
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街
まち

に出
で

て点
てん

検
けん

や体
たい

験
けん

をする

　・10人
にん

ぐらいのグループで行
こう

動
どう

します。

　・道
どう

路
ろ

の段
だん

差
さ

や点
てん

字
じ

の案
あん

内
ない

図
ず

を確
かく

認
にん

します。

　・ 障
しょう

害
がい

のある人
ひと

から街
まち

で「困
こま

っていること」や

「便
べん

利
り

なもの」を説
せつ

明
めい

してもらいます。

3

話
はな

し合
あ

って、提
てい

案
あん

をまとめる4

　・こんな街
まち

にしたいという提
てい

案
あん

を出
だ

し合
あ

います。

　・模
も

造
ぞう

紙
し

にみんなの考
かんが

えを整
せい

理
り

します。

発
はっ

表
ぴょう

する5

・各
かく

グループの提
てい

案
あん

を発
はっ

表
ぴょう

します。

・ 発
はっ

表
ぴょう

を聞
き

いて、気
き

づいたことや良
よ

いアイディア

を出
だ

し合
あ

いましょう。
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授
じゅ

乳
にゅう

スペース

秦
はだ

野
の

市
し

立
りつ

本
ほん

町
ちょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

のバリアフリー活
かつ

動
どう

神
か

奈
な

川
が わ

県
け ん

でがんばっている人
ひ と

たち

　子
こ

ども達
たち

は、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

と一
いっ

緒
しょ

に、街
まち

の中
なか

のバリアを点
てん

検
けん

して、発
はっ

見
けん

したことや感
かん

じたことを発
はっ

表
ぴょう

しました。

まち点
てん

検
けん

後
ご

の発
はっ

表
ぴょう

と意
い

見
けん

交
こう

換
かん

視
し

覚
かく

に障
しょう

害
がい

のある人
ひと

と
まち点

てん

検
けん

大
や ま と

和市
し

立
りつ

光
ひかり

丘
がおか

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

　校
こう

舎
しゃ

の建
たて

替
か

えのときに、生
せい

徒
と

・保
ほ

護
ご

者
しゃ

・先
せん

生
せい

・市
し

民
みん

のみなさんに意
い

見
けん

を

聞
き

いて、「みんなのトイレ」、授
じゅ

乳
にゅう

スペースなど、だれにでも使
つか

いやすい学
がっ

校
こう

づくりをしました。

「みんなのトイレ」
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バリアフリー・まち点
てん

検
けん

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

会
かい

（愛
あい

川
かわ

町
まち

）

　地
じ

元
もと

の人
ひと

たちが実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

会
かい

をつくって、学
がっ

校
こう

や福
ふく

祉
し

関
かん

係
けい

の人
ひと

たちと

いっしょにバリアフリー・まち点
てん

検
けん

活
かつ

動
どう

をしました。そして、道
どう

路
ろ

などをよ

りよくすることを提
てい

案
あん

しました。

オープントイレプロジェクト

トイレ貸
かし

出
だし

サイン
トイレ貸

かし

出
だし

サインを
貼
は

り出
だ

したお店
みせ

人
ひと

にやさしい駅
えき

づくり（相
さ が み

模鉄
てつ　どう　かぶ　しき　がい　しゃ

道株式会社）

　お店
みせ

などにあるトイレを、

みんなで使
つか

えるようにしよう

という取
とり

組
く

みです。トイレを

貸
か

してくれるお店
みせ

には「貸
かし

出
だし

サイン」があります。

　お年
とし

寄
よ

りや体
からだ

の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な方
かた

が安
あん

心
しん

して駅
えき

を使
つか

えるよう、

駅
えき

員
いん

さんがお手
て

伝
つだ

いして、心
こころ

のバリアフリーに取
と

り組
く

んで

います。

施
し

設
せつ

の
点
てん

検
けん

活
かつ

動
どう

まち点
てん

検
けん

活
かつ

動
どう

車
くるま

いすを使
し

用
よう

する方
かた

が
電
でん

車
しゃ

に乗
の

るのをお手
て

伝
つだ

い
筆
ひつ

談
だん

器
き

で聴
ちょう

覚
かく

に障
しょう

害
がい

が
ある方

かた

をご案
あん

内
ない
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次
つ ぎ

のマークが、街
ま ち

や建
た て

物
も の

の
　　　　どこにあるか探

さ が

してみよう！

国
こく

際
さい

シンボルマーク

さまざまな障
しょう

害
がい

者
しゃ

が利
り

用
よう

できる建
たて

物
もの

や施
し

設
せつ

を示
しめ

すマー
クです

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

マーク 耳
みみ

マーク ハート・プラスマーク

※使用するにあたり、申請が必要！要確認！！
※HPの PDFから DL

AED マーク

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

が運
うん

転
てん

する車
くるま

に表
ひょう

示
じ

する
マークです

聞
き

こえが不
ふ

自
じ

由
ゆう

な
ことを示

しめ

すマーク
です

「身
しん

体
たい

内
ない

部
ぶ

に障
しょう

害
がい

がある人
ひと

」を示
しめ

す
マークです

心
しん

臓
ぞう

がけいれんし
た時

とき

電
でん

気
き

ショック
を与

あた

え、正
せい

常
じょう

に戻
もど

す医
い

療
りょう

機
き

器
き

を設
せっ

置
ち

しているマークです

マタニティマーク

妊
にん

産
さん

婦
ぷ

がカバンな
どにつけて周

しゅう

囲
い

が
配
はい

慮
りょ

をしやすくす
るマークです

オストメイトマーク 視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

のマーク 補
ほ

助
じょ

犬
けん

マーク 聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

マーク

オストメイト用
よう

の
設
せつ

備
び

を備
そな

えている
ことを示

しめ

すマーク
です

聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

が運
うん

転
てん

する車
くるま

に表
ひょう

示
じ

す
るマークです

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

を示
しめ

す国
こく

際
さい

シンボルマーク
です

マークをつけた場
ば

所
しょ

を探
さが

して、書
か

いてみよう。

補
ほ

助
じょ

犬
けん

の同
どう

伴
はん

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に受
う

け入
い

れる
マークです

年
ねん

　　 　　組
くみ

名
な

前
まえ
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